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紛争解決後の平和構築：国連平和活動の
　　　　　　　　　　　文脈において

吉高神 明

はじめに

　本稿の霧的は，国鰹連合（以下，醗連〉が実施する「平報購築活動（セ餓。む馳ll趣｝墓（塾εratlo麟」

について考察することにある。

　国連平穏購築活動とは何か。それ隷，広義の国連平和活動の申でどのよう垂こ位置づけられるので

あるか。｛云統的な「平報維持活動（Pe盆ce激ee夢量簸暮0夢e撒tめ霧jと平秘構築活動とはどのような関

係にあるのか。また，蟹連は，現在，どのような平壌購築ミッションを展謁しているのか．今弩，ア

フガニスタン再建やイラク復興支援との関連で蟹連の果たすべき役翠について活発な議論が行われ

ているが，その意味でも我々は羅連平秘活動の鰻罪と馨龍鬢を重しく見極める必要があるのである。

　本稿で考察対象とする騒連平穰構築活動慧，国連が地域紛争・内戦解決プロセスの最終段踏で展

麗する「紛争解決後の平秘購築（Pos重て磯嚢至ct　Peace毒縫l16搬g／」と呼ばれるものである。筆者の主

たる開題弱心は．冷戦終結後の蟹遵平穏活動が従来までの平秘維持から平秘購築任務にその力点を

移行させている現実をどのように評慰するかということにある。国連平和構築活動を広義にとらえ

た場合，露連システム全体で遂行する経済社会開発支援活動や葬麺民地化の一環としての信託統治

調度などもその中に含まれるであろう、それらについては，稿を改めて論じることにしたい。

　本稿では以下の手額に従って考察を進めていく。まず，「単報購築（P銀ce懸麟δ塗g封の機念を遅

論的に考察し，国連平和活動の枠纏みの中で「平和強暴（蔓〉餓。愈繊舞rce餓ε童董t）」，「平秘麟造（恥ac餅

盤a擬簸g月，r享和維持（蔓）eace選ee癖源擁などの類似機念との麗孫を整理する。次いで，冷戦時代

及び潔スト冷戦時代の国達平秘活動の展灘プロセスを機観することによ参，平秘購築が今欝の蟹連

平籍活動の主要な任務になってきた背景について論じる。さらには，羅連が現在取1り纏んでいる重

要な平報構築活動としてコゾヴォ，東チモール，アフガニスタンの3っの事携を取箏上げ，それぞ

れのミッションについて検討する。以．とを踏まえ，最後に，国連平憩構築活動の展望について述べ

たい。

1．覆遵平織活動における平秘構築の位置づけ

　「平和携築」とは舞か。この点に麗しては，多くの藩究考が様々な定義付けを試みている。携え

ば，メラヴ・モッシェによれば，平秘蟻集とは「紛争の状態から共存の状態への移行を促進するこ
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とによ肇，持続可能な平憩に賞献ずるような諸条件」1こ縫達した鬱念であるとのことである。i｝マイ

ケル・プーは，「国連が承認した平和支援捲置の文脈においては，平秘購築とは，戦争からの復興支

援や樗来の暴力行嚢の減少・除去を通じて，地域特有の，縫合的，文亀的，経済的発展と自力更生

の手跡けを蟹的とした発展途上匿に対する外部からの国擦支援策の亙つである」と述べている。2｝

また，露連平報維欝活動に対する熱心な貢1獣露であるカナダの外務省は．欝§6に縫曝した外交ス

ローガン「カナダ平和購築イニシアチブ（丁魏Ca董懲δ1餓P銀ce旗鍵6熱砂譲tl撚lvel」σ）中で，華麗

構築を次のように機念爆定している．「平秘構築とは，睡内平和の展望を強化し．暴力的紛争の可能

性を減少させるためσ）努力である。平稽構築の主要な馨的は．典籍体が暴力を震いずに紛争を管遇

するための蟹馨の能力を高めることにある。轡さらには，蟹課騒力事業獄磁C麟が鱒競年3月に

畠叛した鞍告書蓼平和購築1人闘の安全保障の確立に晦けて圭においては，平藤構築は，「紛争筆海，

紛争憩解．そして復興支援までを網羅する全体的なアプ欝一チであり，従来σ）軍事的，政治的枠績

みに超えて，聡発援跡を行うことによ陰，トータルな形で対越して穂平を達成しようとする概念」で

あ撃．「紛争発生」）可能性を最小醸化し，発生した紛争の拡大を防塗し，紛争によるダメージを復興

し，その地域の接続的開発に結び付けていくプ賞セスjとしてとらえられているのである譜

　これら様々な定義のうち，横籔洋三の議論は平穏構築に醗する我々のイメージを明確1こしてくれ

るであろう。檬蒙は，単離構築を「武力衝突の発生ぎ）漂霞となる開題，たとえば貧露，資源の不足，

人権の抑圧など1こ嚢接働きかけて，戦争や戦騒の必要性を除去すること」とし，その内容として「平

報の基盤の檎築」，「平秘の条件の構築」，「平秘のシステムの権築」の3つをあげている。この場合，

「平報の基盤の構築」とは，人権の尊露や民主主義の確立支援，聡警援助協力，必要な資源の僕与，

人道援助の提僕などを通じて，内戦や侵略戦争の発生をその療霞から取参除く活動を意味する。「平

壌の条件の構築」とは，平穏教育．平壌や羅際麗解に対する啓発活動及び平和のための毒幾活動に

対する支援などを通じて，人々の意識の中に平鞍」）大切さや平秘実現の方法などを育てる活動であ

る。「平蔵のシステムの購築」とは，軍事的麟突の発生を事前に認識し対応策を早簸にとるようなシ

ステム（早簸警鞍〉や，軍事的に鐘鋳する鬱々の麗で軍事的構鞍を交換して相互の不信感を取蓼除

くシステム（信頼醸成／を購棄し，不必要な武力衝突を避ける活動であるとのことである。講

　以上の点を踏まえるならば，平秘購築とは，葺紛争解淡プ慕セスにとって不可欠な一部であるこ

と．2／第三考主体1こよる支援活動の一形態であること，3）紛争に蝿する対症療法ではなく，紛争

の根本猿饗に働きかける措置であること，毒平憩・安全保難」）奔軍事的倒懸の重要性に焦点を楽で

た葬強鱗的活動であること，さらには，5〉その具体的内容としては，講綾購築，経済社会状濁の改

垂）　Mer＆v　M｛）s｝蓬ε，“Pe＆ce　B磁茎｛玉譲墓：a　c｛）蓑ce群t娘盛｛r壬生置畳ew（｝r｝ぐ’1理薇鐸雄才f御薦／ノδ～ゼη観～‘ダS醗一躍／　羅忽イ癖耀，

　v撰．欝，群。玉4．

2）M圭。嬬韓t麟．“互）eaceもt三羅糞難s撫eve繍贈灘1脇IC｛〉盤織tsずr鱗藤呂stey衰es舩rc藝』て1｛麟艶ψ職γ

　sεご癖碧Po鱈，v（）1。欝．き勧。3，夢．32薮

3！　男緬ε償葱纏P6ご縦撫魏鋤91継々zゴ魏（蕪瓢1／w獣形、ac畿。量da銀、c副ρ綴cel

瞬　匿藻鶴寿事業籔2｛1犠年3月輻告馨華甲麺穣築1人聞の安全課難の確｛晃に霧1ナて塁頁。難CA綴婁館潜一タル

　　サイト（嚢盈二1雌鋤艇ta至．賛。＆欝、如燕雛arv∠〉より参照揖

5〉　撲譲洋三三「予隣夕参菱とそれ凄こ灘遵する諸概念」森本敏，横綴洋三三舞藁著多子匿寿外交圭綴葬祭叢醗童聾§§年芋7轟～7玉
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壽，紛争当事者闘の信頼縫係修復などを§指す嶽置であると言えよう。

　蟹際欝係論の紛争管理・解決懸究の分野においては，平報購築の重要性は多くの醗究者によって

認められている。紛争管運羅究薪）第一人者であるジョン・パートンは，「プ窪ヴェンシ葺ン（Pr醒盤

飴遍」の無念を繕いて，紛争解決におけるベーシック・ヒューマン・ニーズ充足の重要性を指摘し

ている。窮ヨハン・ガルトゥングは「積極的平藤鐙os瀬ve　P餓ce擁の機念を購いて，戦争などの

直接的暴力との比較で経済，琶会，文化等に関連した構造的暴力の除去を強く主張している。7｝ま

た，ジ璽ン・ボーール・レデラックも，平和講築を紛争の根底にある構造的．関係的．文化的な根本

原因に対’する取肇組みの試みとして特徴欝け，「穂解額在化アプ藤一チ獣ec（殖cll訟tl美濃餓6

Ellc顯ve　A欝欝飢麟」としての平秘構築モデルを提曝している。緯

　さらには紛争管選・解決醗究以外の分野でも，葬政治分警における機籠的騒力を通じた平秘の実

現を志幽するデヴィッド・ミトラニイ以降の「機能主義（Ft膿ctl磯譲s盤／」論倉1，軍鰭管理・軍縮醗

究の分野における「燐頼醸成措置（C（粗鑢雛ce翫1難題M繊S纏esl」爾など，平壌構築の窺要性を

裏付ける響究が行われている。

　それでは，地域紛争・海戦への対応の一環として馨連が実施する様々な平趨活動の申で，平秘構

築はどのように｛立直づけられ．るであろうか。

　露連による平秘薫築への取1り緩みは，大賭すれば以下の3つに分類できよう。

　第玉は，広義ぎ）経済鮭会開発支援活動の文鰍で実施される平籟購築活嚢である。これらの活動の

主たる実施主体は，馨連専鴨機溺である。国連システムは懇6）専開機縫を蒼し．麗発，人権，食糧，

保健衛生，環境，教育，文化などの分野で活動を行っている。霧達イコール平壌纏持機灘というイ

メージとは裏腹に，国連システム全体の活動の大部分は菰義の経済縫会麗発に関連したものである。

これらの活動は平時よ箏量界爆模で展開されているものの，近年，轡1鼻銀行グループ，霞連醗発群

雨紹灘）欝，霧連難民高等弁務官事務所（U翼琶C恥などは讐定の紛争の解決プ藤セスヘの縫与を

鵜　「プロヴェンション垣）機念については．以事の文献を参照のこと。恥疑W．騰rt繊，（瞬耀癖∫／銚δ舷f躍

　　耀4P瑠轡～癖重，vel．玉．臨s塗gst（薩l　M訣。灘量1鍛鍍，玉鯵1．1韓鷺鴛醗（議擁．）ε磯魚め紐倣～鐸凝望漉

　　蹄継ぎ．￥（翼．2．獄蟻gst磁e．じK潅翌毒。癩1垂韻、玉鰻容．

7）　ガルトゥングび）〔積極的単憩」に臠しては，以下の文醸を参蟹の二と。」醸鶴G寂1糠至壕．蕗8礎ε掬良獄・

　　／～｛蕉榔群走禽，vO董。i－3．c（題》e葺｝疑｛9ε貧：c善r｛蚊｛最貸E翼｛ヨrs，1静75一琵｝7暮。

8！　レデラックの軍縮購築アプ賃一チについては，以下び）文鰍を参照弊こと。」．董）L磁e濃。盤、麟曜4醜だP磁αマ

　　S鐸∫詑麗麗認毒猷ノぞ農欝離ご銘臨麺0離f離｛〉躍ズ4農ノ≦鼻翼・錠緒麺8、幕秘技S｝盛嚢gtぴ貸．聾C二｛3荘嚢を透S乏簑tgS簸熱t1tt建e　O｛郵eace駐reSS．

　　至§彗71」．｝｝．Le｛至8r＆c｝董、P穫少甜・掬9置据　勘癬憾二　〇礎だ女話　ア聯謹鐘⊇排｝鴛4談叢　護｛“π鷹号　C置《魏∫惣ε．Syr3c雛s融．NY：

　　Syr寂Ct至s窃碁盤￥ers養y　Press，欝§暮．

鋳　ミトラニ誓）機能主義論については，亙）aマ1｛猿簸ra撒y，義購矯麺酵翫縦薯搾ゴ僻！．獅磁綴1震（｝y31｛黙ti簾e

　　硬玉鑑em雄纏譲Aぞ振lrs，玉彊3。を参照のこと。豪た，馨蝶灘系譲にま㌶ナる機禽藝主義£ついては．狂mst難．

　　基盤薦，翫拶規ね緬薫認助多新勲漉f、C擁舞驚娠l　St段藍（｝綴多」鍵veギslty董そess，欝縫．を参照のこと。

韓）　軍籍響遅・軍纏における倭麟醸蔑嶽灘に麗しては，以下の文献を参照のこと。更短lt越溝哀tl磯S、ε醐ε芦矯鰭譲￥

　　鎌継耀α麟漉濯ごr8・翫鋸練醸灘イ郷，N鐸￥（擁浅1醸綴Na童1繊s，欝82．1王磁涯3（黙ws疑（ε〔1．）．

　　歯糖が璽1論r魏鋤ε還歓下紐渾融9二ω殺葦撫娘・一飯溺禰露悪麟疵ε癖一ε癖ε、　　．“。董3醸暮eギ：

　　黙7e縫v麺w駐re黙，雄編。1譲穣l　l信華鬘藝嚢成撥鬢1こ翳する一一考察」穿夕事変章寺幸露玉3墾号　王§§5年2欝，8S～欝7
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強めている。これら啓達システム全体で遂行されている経済社会開発活動は，長顛的な紛争訪鑑や

単報の基盤強化に震献しているという意妹で平秘構築活動に位置づけることができよう。なお，平

壌購築という臆誘は屡連諸機関が紛争解決支援の文騒で篤いる欝葉であるび）に対して，匿銀グルー

プでは一般に「復興支援伊ostて。醸lct蝕。櫨st灘ctlo霧jという震葉が繕いら震ている。u》

　第2は，信託統治を通じた平秘構築への取り組みである。平和構築が紛争解決プロセスに直接婆

ンクした活動であるのに対して，薦託統治は長鱗的かつ包括的な葬植属地髭の文賑で民族自決の実

現を露指す活動である。国連は発足当初より欝託統治運事会を中心にこの開題に取弓緩み，非纏民

地域の中から総力露以上の独立顯家を誕生させている。これらのうち，信託統治下に置かれていた

簸の地域は全て，独立あるいは自らの意思による独立国家との連合を通じて民族灘決を達成してい

る。玉§喬年には当時の量界人鑓の3分のiにあたる7億5．韓嚢万人もの人々が穽自治地域に暮らし

ていたが，今日その数は2（1尋万人以下の水準にまで減少している。黙非植民地化がほぼ達成できた

ことを踏まえ，信託統治理事会は欝鍵年にその活動を停重している。後に論じるように，近年コソ

ヴォや東チモールに展擬されている単報購築活動で1ま，かつての懸託統治を想起させるほど霞達の

統治権駿が強化されている。

　第叙ま，本稿の考察対象である匿連が紛争解決プ欝セスの文賑で実施する平報構築活動である。蟹

連システム全体による経済社会器発活動が広義の平秘構築活難であるならば，平和活動の文騒で実

施されるものは狭義の年報構築活動と言えようゆこのタイプ6）活動は．国連平秘継手寺局（むPKO〉が

麟讃する単穣維持1ミッションや匡1連政務騰（至）碧A〉が主管する政治・平灘1購築ミッシ曇ンなどを中

心に遂行されている。紛争当事者闘の灘単勝定成立から戻主宰秘露家再建までの段購1こ実施される

ことが多いため，一般に「紛争解決後の平報購築〔P〔）sレ。（｝蓋濠lct艶a盤一賊撰蘇蜜屑と呼ばれる場合

が多いαBl

　紛争解決後の平鞍構築活動の具体的内容を列挙するならば，図工のように整運できるであろう。鴇

　ここでは，睡蓮平藤活嚢における軍監1構築の蒙置づけを，平秘強調，単愁麟造，平稽維持などの

観念との関係で整理してみることにする。働

掛　　　　　　論至携と単翻構築二その鰻念・黍段と政策アアローチま華　　　　1第5鷲勢2蟹｝3年4鰐，認頁。

12）　彫N墨鷹》art灘ε翌竣数｝ず筆）｛癒t量。濃A叢書s権t鎗．厚www．職、（｝r墓運）e舞s〆働1雄ec（痴董｝lz議歓v睡s叡｝登霞豊t黙）よ弓。

13！　「紛争解決後の軍鞍構築」の概念については，以下の文献を参照のこと。董麹蝉螺al重．Ollver臨驚動藻齪離塁

　　撒ポ至玉総W⇔｛融（ンt玉se，一一P⇔st－Se癒e贈聖王t葺）e註ce擁灘簸慧』曽簸〔ン’醜脚醐γ搾（厩磁プ緬▽｝舷繍，C徽蟹懇一

　　ge．｝｝醸ty茎擁ss、歪蜘．陣．騰一2至壽．：0欝継継盤s痴t雛茎難．噴藤織量｛懲｛磁誓翼晒st惑綴蓋e鵬e擬

　　｝）e三里。的藪摂養9』ソ勲・脚認鋤雄／拷醸魚幽翠、マ（躍．7．滝ン．1．2ギ｝鮪．澱．玉磁4s．：曄／；蕪康‘績鐵洋鷺鮮談「ボス

　　ト・二丁ンフ11クト」）課題と購本薪）著受審llj『　　　　　　　　　 雑本鼕鼕藻拝舞題暴発｝舞亨2韓紅13年7贋，2へ塞1頁。

／41　」至CA、　　　　欝頁よ縮鵜。

珍　　薩連の実慶する「平秘強鋸、，「一　　　　　1平繍維縛」，一事憩構築」などの機念警邏に関しては，以下の文

　　獣を参羅舞）こと。真．至3．ぎe錘erstぐ搬、鉄縦雛惣滋ご’7振i併y一匙チ’‘鈎蔽が濁だf御器／畏管鑓身根碧競だ．New　Y暖畷覗Sむ

　　鷲躍tl簸一s　l）ress，醗4，P欝．生2興韓、涯鹸勲｝s葺垂ギ蹴r（｝s｛逢ali．痴ぬ4群浮織、劾一P‘嫌・∫／～ゆ艀プボゾ醸

　　儀膿翻ぎ〔2鰍敬～昂瀞灘溜絃ナが葦び纏勲・凄磁ゆ紹麹ぬ・s膿辮身、轆轆鞍’ゾ瓶磁‘∫ご麟・ε‘鞭醒碗

　　認みi羅餅3・薙蝕，New　Y醒歓碁盤t綴N識量（｝聡，雛総。：渡蔀茂罎舞鄭祭機構の機羨と緯織圭藝熱祭霧貌欝墾

　　年糖～繍貰，檸谷万丈「灘遵と安全保障」幣徳大学安全像難碍究会纏蓼安全探騒学入門玉壷紀霧房，2鍵i年

　　2鋸～2韓蚕。
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吉商神1紛争解決後の平秘構築
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穰麦．紛争解決後の平秘権幕支援の粋縷み（註14）
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　平秘強鱗とは，露違憲牽第7章の想定する簿郵韓捲置（㌶藍｛｝rce灘2鍵簸eas雛es扇を意練する。こ

の場合，強翻欝置は，「経済雛孫及び鉄連，航海，郵便，電撰，無線逓信その地の運輸通薦手段の全

部又は一一部葦）中臨鍾iびに外交関係の懸絶」などσ）捲置を含む「葬軍事的強調措置（第曇条逗と「露

際の安全及び平憩の維持又は凝復に必要な空軍．灘軍又は陸軍の行動ゴとしての「軍事的強舗措置

（第墾条l　lに大甥される。後者の軍事的強調搭麗履行のためσ）蟹運筆は今露こ至るまで成立してい

ない．この匿連憲章第盤条が葱足する麗連軍とは異な讐，羅連安保蓬決議1こ基づき，趨蟹露が難発

的に自欝の部鎌を派遣して鴛う強鰯行動も平秘強舗に含まれよう。これら「準蟹連強調行動」の瀦

としては，工9瀦年の轄鮮霞連軍や至§綴年の湾簿多露籍軍などがあげられる。

　平和購築は，紛争の根底にある致治，経済，社会，文化などに闘達した諸問題の解決を霧旛す活

動である。また，任務遂行上軍事要員の参撫が不胃欠になる場合も多いが，あくまで紛争当事者の

同意を羨撮！こ任務は遂行されている。その意味で，紛争当事者の同意を蔚嚢とせず，武力行使によっ

て特定護的（侵酪国への麟裁や人遠物資の提供など／を短瑚闘で実現しようとする軍籍強意とは根

本的に異質なも調）である。

　縫方，平壌創造は，「紛争のあξ）ゆる段繕において，そσ）発生羅避，沈静色，封じ込め，解決を馨

的に実施される外交活動全般」と定義できよう。国連憲章、との根麺としては，第6章の「紛争の平

和的解決」が該当する。その真棒的な内容は．「交渉，審査，仲介，調停，仲裁裁醤，司法的解決，

地域機関または地域的取極の麗環」などである。今濤の撰進による平和麟造活動の中核を占めるの

は，国連事務総長による調停活動であろう。なお，平鞍躍進のうち，紛争発生の回避に焦点を当て

た活動を特に「予防外交（Prevε畿lve疑繹G瓢＆cy）」と呼ぶこともある。蠣

　戦縫発生σ）繕避，戦麟発生後には停戦の実現，停戦実窺以降においては包抵的難平の成立といっ

た具合に，平癒麟造は，紛争のライフサイクル全般を通じた重要局面でσ）外交成果実理に焦点を当

てている。それに離して，平和檎築は紛争」）終結段隙こおいて紛争の再発鋳掛や民主平毬蟹家の再

建をめざす活動である．また，藤者が国連事務総長や外交懇などによる外交活動であるとするなら

ば，後考の平秘構築は，軍人，民闘人，警察官などによって展竸されるフィールド活動を捲す場合

が多い。

　最後に，平穏構築と単秘維持の縫係について遽べたい。平穂維持活動は，米ソ冷戦によって大き

く撰なわれた集蟹安全保障構想を補完するため，国連が深灘な地域紛争や内戦に澄慰する遺程で確

立してきた紛争管理手法である。これは，趨震露から自発的に提供された軍隊，警察官，戻闘犬ら

がミッションを購成し，聚遵事務総長の指揮の下で，紛争当事者の麟意を得て，必要最低鰻度の武力

行綾療麟を遜持しつつ，主として停戦合意成立後の段隣で「紛争の封じ込め（紛争状慧の悪乾や絶覆

へ」）拡大題鍾二月σ）実現を欝指すものである。麗遵憲章、と明確な根拠を有しない平報維持活動は，霞連

憲章第暮牽の紛争の平穏的解決と第7章の強凝措置の闘に位還する驚章半の措置」と考えられる領

内が強い。轟連はi彊8年から2縫2年までに酪の平和維蒋ミッシ雪ンを紛争地域に濠遣している。

　平報維持活動は紛争そのものの解決ではなく，あく豪で紛争の悪化や鉱夫を紡ぐための措置であ

玉絹　『予防外炎、iに離しては，以下の文献を参照のこと。森本・横綴，酸褐霧．書籍冗癒蓼予隣外交≦三篠霧驚2／11｝ll

　　年。
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吉傷神1紛争解決後の粟穂構築

る。そび）意瞭では．繕急的，対症療法的色彩が強い。それに対して，平灘構築は紛争の横本凍露に

饑きかける措置であ9，鬱念的には平綴維持とは区甥されよう。しかしながら，実際σ）紛争現場で

は．軍籍維持と軍籍構築を曝確に区分することは不可能である。それ1ま，今霧の国連による単報構

築業務の大藩分が平秘維持ミッションを通じて遂行されていることからも蟹らかであろう。A．β．

フェザーストンが指摘しているように，平織維持活動に関する伝統的饗解とそれが実際に遂行する

任務との簡には，今ヨ，大きな霧離が生じているのである。1ηこの璃実を踏まえ，藩究蕎や実務家の

中には，蟹達が実施する多様な諺活麟を包揺する新たな「平秘活動」概念の必要性を曝える養も少

なくない。窮

　以上，平秘構築の機念を，平穂強麟，平報翻造．平和維持との闘連で整理してきた。

　紛争のライフサイクル（発生．激化，沈静化，終結の窪段隆｝及び第三者主体による紛争介入形

態（紛争の発生獲遅，漉静化，封じ込め，解決／との騨連で，時系列的にこれらの凝念を位置づけ

るならば，図2のようになるであろう。

2．海戦時代の羅連平穣構築活動の農聡（欝45～欝醜年／

　ここでは，蟹連が平秘活動の文賑において実際曇こ軍籍購築任務にどのように取り纏んできたのか

を機観する。
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　冷戦鋳銭を通じて・羅連による地域紛争・内戦への鱈応は，紛争の悪化や拡大の鋳鑑を主要馨的と

した平報維持活嚢を中心1こ行われてきた。米ソ冷戦の出瑛によ陰，国連憲章趨草煮たちの想定した

集団安全保障篠懸は大きく損なわれることになった。蟹連憲章第稔条の想定する蟹連軍麟設の失

敗，蟹際平灘の纏譲こ主要な責任を有する露連安全課簿運事会（以下，安保運会1の機籠麻痺，地

域軍事懸盤を通じた麟達の枠外での地域紛争越遷方式の定惹などにより，国連は地域紛争・内戦の

解決にとって駿られた役割しか果たすことができなかったのである。このような中，国連事務総長

や撫盟霞の外交官らの麟造的イニシアチブによって生み崖されたアプ償一チが平和羅持活動であっ

た。

　表董を参照していただきたい。職国連は簿鶉隼から鯵総年までの閣に，蔦の平秘維持ミッショ

ンを震彗殺している○

　表貰こ示されるように，これら焉び）うち，韮のミッションは軍事要員による醸定的軍事任務（停

戦監視・兵力瞬き離し〉を主目糞勺とするものであった。地方，コンゴ蟹連軍（OXUC〉，螢連署定行

政機構（UNT氾A／，国連キプロス平穏維持軍（駐NF｛C￥恥，国連レバノン暫定軍（UMF至L）の4

つは，複数の任務を遂行する多機能型ミッションであった。我々は，これらの中に今欝の蟹連平灘

檎築活勇の起源を見産すこと力達できるのである。2恥

　コンゴ麗遵軍（ON90は，国遠が内戦に対して本格的縫与を実施し，平報維持要員が多様な任

務を遂費した最密のミッションである。と瞬時に，平轄維持部縁による強麟行動が試みられた暖め

てのケースでもあった。玉§磁年7月の独立澄後の湛ベルギー領コンゴで発生した内戦に対し，ベル

ギーは嚢講艮保護と現地の治安轡復を名目に軍事介入を行った。国連はコンゴ政癖の要請を受けて

ON慧Cを創設し（安保理決議慧3／，凝地に派遣した。（）翼UCに与えられた任務は，ベルギー軍の

葺ンゴからの撤選，現地行政の支援と秩序維持，入選援跡の提供などであった．〔）N慧Cには最轟時

には29力国から約鎗．鰍1人の要費が参撫してお妻），これら蟹驚部隊とは惣こ，コンゴ政府に対する

行政・技衛支援や人道援勧撞当の専懇家や捜備考も2，轟轟§名程痩ミッションに参撫している。怨

　麗連暫定行鼓楼溝（UNT鷺A〉は，今弩広く実施されている平織購築活動に最も類似したミッショ

ンであった。第二次選最大戦後，独立鑛となったインドネシアと懇宗主国オランダとの闘でオラン

ダ領藩ニューギニア（酋イ亨アン／の爆属をめぐる開題が発生した。ウ・タント露連事務総長の弊

介努力により，歪弼2隼8月！こ雨露間に合意が成立した。その内容は，霞連総会の決議成立後，オラ

ンダは西やジアンに対する施政権を覆連暫定統治機闘礎NTεA／に委譲し，i総3年5月以降はそ

王卿　　等秘鍵i＆獄」．亙搬rc舞．“t｝N　Pe我ce（）／〉er諌鼓｝糞s　a蟹至極｛｝“8でa媛灘圭盆e騨κギ’』ラT｝欝薮e糞ry　L．St量鑓so盤Ce資ter，

　　2磯！鼓鋤二、一1鰍蟹．纏煎矯。｛題晦脚1麟1聯ceヂ麟魏魏塾翻頸の「醗連平穣蠕動マンデートi鷹8

　　～88年」．外務省罫薦違平壌維縛活動一一覧」徽t費ゴ1www．鰍勲．墓〔）．渉1照〉璃〆翼a童藪（｝！嫁○／墨磁e茎ht翻！，瞬

　　遵広幸疑センター［馨遵i平手彗維季寺活璽翻一一覧」（義t縫｝：一々ww、配．纏頭。．○ギ．紗1rece鍍1我藍t養t鷺麟などの資孝導1こ基づき，

　　f乍暁

鈴｝　こ毅ら窪つのミッションび）機要については，以下の蛮料を参類した．e糞P銀謎騰鷲賊醒登e総e　Kee董）鍛篶

　　0舞er厳重（矯二薮翼量e衰ce　Ke｛摯雛9極鍾嚢二11www．L懲．鑓g遅きe｛箕s／愈潅脅1（1麟｛登∠憂節艶e鐘t鵬1〉：香毒茂　多轟連の

　　単鰹1維持活動ま有i菱縫1　欝§i年，1養妻難業羊三鵠霧蟹蓬蓬による三喜季舞と安全σ）舞聲寺：解毒莞と資欝轄欝葬祭書羨i　蟹｝穣1
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薦　　学　　論　　纂 第72巻第3号

の統治権を瞬違からインドネシアに移すというものであった。鑓年§縁の醒連総会決議葺㌶に基

づいて麟設されたし｝Nぞ狂Aは，購年節目から63隼5月まで」）移行窮聞．現地で致府職舞の採絹，

藤イ辞アン議会議員の任命，司法機縫職最の任羅などの行政機能や一定6）立法機籠を遂駕した。ま

た，1擁毯鷺汐）合意に基づき，厚NT狂Aを選じた羅達暫定統治の一一糞を担う国際難として「国遠i保安

隊（UNSF〉」が翻設され，現地警察の支援や治安維持などの任務にあたった。し撰TEAの活動簸闘

牛，藷ニューギニア欝勢はおおむね平穏に推移した．なお，弩NS罫を含むUNT鷺Aの…切の現地活

動経費は，合意に基づきインドネシアとオランダ講轟が折半で負挺している。

　次にキプロス露連平和維持軍（UNF｛CY欝について述べたい。i弼3年廻舞，キプ賞スにおける

ギリシャ系往戻とトルコ系住幾薄舞）武力衝突事件が引き金とな書穿，キプヨス全域における露住罠闘

の内戦が激化することになった、この事態を受けて，露連は隅隼3月の安保謬決議至縄に基づき，

UN騒CY費を麟設し，現地1こ滋遺した。UNF麓Y駐に与えられた無務は，戦態」）再発防止，瞬轡の

法と秩序の維持と躍復，及び正常な状態への復帰を支援することであった。この場合，「法と秩序の

維持と罎復」任務の主翼を握ったのは民懸警察官である。9NF玉CYPは，睡蓮軍の中に草鎌とは甥

に民縫警察官が構成要素として瀦えられた最擁のケースであった。なお，蒼蒼獲CY欝に関しては，歪

んだ環状維持状懇の霞定免，紛争薬事者の紛争解決意欲の減退，ブラックマーケットと羅連活動と

の結びつきなど，韓年もの長窮聞現地に駐留していることの弊害を指難1する声も強い。

　最後に，レバノン霞連暫定軍（U蓉亙F猛1についてである。イスラエルの南レバノン侵攻を受けて，

霧連は懲懲年3膝こレバノン紛争に介入することになった。安保理決議塁器に基づいて麟設さ震た

馨N董翼LJ）任務は，レバノン鑛土からθ）イスラエル軍の撤退を監視し，雇地域におけるレバノン政

府5）主権羅綾を支援することにあった。其体的には，現地警察官との其癖穣闘，レバノン軍との合

霧パトロール，地霧麺理，地域住民の保護，住民に対する人道支援，食糧の翫絵，難民救済などの

活動に鰻事している。碁N霊F猛は，その名林が「暫定軍」であるにもかかわらず，レバノン政海及

びその軍隊が依然として弱体であるため．露レバノンの治安維持に不壊欠な「覆久的」駐留軍とし

て今欝に至っている。鍛

　以．ヒ，冷戦時代に国連が農器した4つの多機能型ミッションについて概観してきた。

これら4つのミッションでは，麟連が蓬）内戦に対する本格的な関与を実施したこと（ONむ○，2〉

大規模で複雑なミッションを緯織したこと（（嬢UCl，3／独立への移行簸£ある籏土に絶する統治

を窮めて挺つたこと慮NTEA）．寿平藤維持ミッションの構成要素として民懸警察官を正式に参

趨させたこと（N誓獲CY獅など，今繕σ）平報購築活動を考える上で重要な幾つかσ）試みがなされて

いる。

　また，フェザーストンは，難灘鰹L縁員が村の家々の麗根に座って砲撃による破壊を抑産したエ

ピソードや，むN欝CYP隊轟がギサシャ系住民とトルコ系住民σ）懸頼回復を難的とした村の集会を

緩織した事実などをあげ，平縮縫欝隊員が紛争現場で実施した平秘檎築活動の実擁を紹介してい

る。綴さらには，F，T．1ノユーの醗究は，キプロス，レバノン，コンゴの各ミッションが人道支援活

221　香薦　　　年　32｛！頁。
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吉諸神：紛争解決後の平報構築

動にかなりの力点を響いている事実を霧らかにしている。鱒

　しかしながら，UNT建Aを除き，（｝蓉慧C，UNF至CYP，9N至聾しの3つのミッション0）主要目的

はあくまで停戦監槻や兵力引き離しにあ参，様々な平和構築活動は議次的に遂行されたに過ぎない

と言えよう。また，麓翼群CYPに参撫した戻闘警察官の数も，今欝の平藤購築ミッションと比べる

と少ノ文数であったことは否めない。匡1連力書本絡的な平牽舞構築活動1こ葉陰出すのは，賢き獄》年代以降の

ことである。

3．ポスト冷戦鋳代の蟹連平報活勤め変貌：平憩維持から平憩構築へ

　冷戦終結後，それまで脇役的存在であった国連平秘維鋳活勇は地域紛争・内戦廼遷の前面に押し

墨されていくことになる。その結果．平秘維詩を中心にした従来までの国運平穏活動は2つの方向

で変貌を遂げていくことになる。董つは．ソマ婆ア，ボスニアなどで試みられた羅達平憩維持部隊を

通じた強麟行動の試みである．もう1つの流れは，ナミビアやカンボジアのミッションを経て，最

近のコソヴ茜や巣チモールで実施されている多機籠型ミッションを通じた平秘構築任務への積極的

麗与である。非強麟牲と中立性を藝1らの擁り所にしてきた馨連平稽維持ミッションによる強調行動

の試みは多くの縄帳を残すことにな1），室鯵3隼σ）第2次覆達ソマ婆ア活動（じ醤OS｛）醗一緯を最後

に行われていない。縫方，後者σ）平報維持から平壌構築への力点のシフトという流れは今雛こ至る

まで続いている。

　表2をご覧いただきたい。購羅連は，欝灘年から2馨競隼までに4（｝の平秘維持ミッシ葺ンを髄殺

している。この数を董§銘年からi§総隼までσ）赫年間に麟設されたミッション数蔦と比較してみ

ると，潔スト冷戦時代における平穏維持ミッションの飛鍵的増毒誰こ驚かされるであろう。これら韓

のうち，実に32のミッションが多機能型であった。

　従来までの停戦監観や兵力引き離しといった駁定的軍事機能に簾え，選挙監携，人道援助，難民

帰還，人権監禰，理地行政支援などを擬う多機能型平癒ミッションの増擁は，「平壌維接と平和麟造

の発展的謙含」ないしは．「事態維持活動の平穏講築活動髭」などとして欝定的にとらえられている。

「選挙実施・監視」に主鰻を置いた餐連ナミビア独立移行支援グループ億NτAGl，国連エルサル

バドル監視団（ONUSALl，睡連モザンビーク活動（（）醤UMOZ），「人権の促進と監禰」を主要任務

に揚げた国連エルサルバドル監視籔の｝弼SAL），国連ルワンダ支援懇緯NAM嬢／，懸連グァテ

マラ検証懇（醗N駐G碁A／，民闘警察富の育成に力を注ぐ馨達ハイチ・ミッション（馨NM欝），霞

連ハイチ民間警察ミッシ3ン（M欝（嬢U欝，簸連餐聞警察支援縷（翼翼Clv灘議P薩cg　S乞美嚢脚rt

Gro聯1，「霞連による暫定統治」の試みである国逢カンボジア暫定統治機構鰐餐TA（譲国連東ス

ラボニア，バラニャおよび西スレム暫定機携（馨NTA狂S／，国連ゴソヴォ暫定行政ミッション

偲馨M至K／，蟹連東チモール暫定行政機購（U醤TA鷺麟など，いずれもユニークなものばかむであ

24）　罫．τ．L鎗、“Pea£磁ee餌壷馨a麟｝｛t玉搬a費i老ar13簸真ss茎st3茎董ce』コ魏もe磁（｝（｝麺e蓄象er雛嬢丁翼○鵬3s　G・w錘ss

　　（磁8．〉，＆漉漉欝，Pε膿ぞ館ゆ8鴛醒鋸渉薦‘乳艦聡、き搬藤壌s韓短二Mac貸浬羅謎陸．欝鑓，卿、鐡爺L

2駐　W灘譲裁」．｛擁rc銭．飾鼠．欝頁の「講逮平報酒壷マンデート：懲89～鈴蟹1年」，磐務省「掻運平和維持活動…・

　　覧」，属連広幸軽センター「講連平穣継接活動一覧」などの資料に基づき，｛乍戒。
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る。

　平報携築がポスト冷戦鋳代の蟹連平秘活動の主要な任務となった蓬密としては，それまで牽ソ講

超大霞の代運戦争的灘藤を有していた多くの地域紛争や内戦が，冷戦の終結によ琴解決へ1餓ナて大

きく動き始めたことがあげられる。膿8§年からの数年聞に，長難薦暗礁に乗り上げてきた紛争に隣

して包抵的和平協定が穣次いで成立している。その履行を蟹際社会が保証する必要雛が生まれ，蟹

達がその任務を担うことになったのである。欝鱗隼代窃頸における睡連平稽維持機能強権に熱感・な

ブトロス・ブトロス・ガリ国連事務総長の存在，米蟹の積極的な露連協力姿勢，国鰹挺論の人道題

題に対する霞心の高まりなども，国連の地域紛争・内戦への積極的関与を後押しすることになった。

　この場合，冷戦終結後に簸蓬が直面すことになった地域紛争の大濠分が内戦であることに留意す

る必要があろう。スウェーデンのウプサラ大学平報紛争藩究学部の調査によれば，・玉総§年から2§鋳

年までの葺年醗紅量界の74の地域で賢iの武力1紛争が発生しているが，それらは7つの麩家闘紛

争を除いて全て内戦であったとのことである。鋤国連が玉9怒庫樹頭時点で展窮していた5つの平

穂維持ミッションのうち，内戦に派遣されていたのはわずかiつに遺ぎなかった。それが欝88年か

ら勇年までに麟設された2蓬のミッションでは，内戦対応型ミッシ望ンの数は13に増えている。そ

の後董9蝿年から繋無に麟設された欝のミッションは，全てが内戦に濠遷されたものであった（騒

ユーゴスうどア紛争を内戦と考えた場合／。2舞

　内戦の解決にとって，敵対当事者鷺の穏平騰定成立から新生艮菫平秘麟家再建への移行段踏は非

常に重要な時蟻である。国連は，長年紛争に見舞われてきた露家や地域の平穣基盤強化のために，斜

度構築，社会経済状溌の改善，敵対当事者闘の信頼縫係修復など広鑓な任務への従事を余儀なくさ

れることになったのである。そ蕊は，冷戦時代に国連が多機能獲ミッションを選じて縫与したコン

ゴ，キプ環ス，レバノンの紛争が，いずれも内戦であった事実からも蟹らかであろう。

　冷戦終結遼後に蟹達が実施したナミビア独立支援移行グループ（U饗TAG）と国連カンボジア暫

定統治機構（UNTAC〉σ）2つのミッションの成功は，このような平秘購築任務へのシフトを趨速

させることになった。2嚇

　UNTAGは，紛争解決プロセス1こおける国連の新たな可能性を燐む弱くミッシ聲ンであった。

むNぞAG以降．平穏簿築活動の重要性は広く認識されていくことになる。

　羅擦違蟹護）委任統治時代よ弩南アフ撃力連邦（現驚アフ1タカ共率雛郵によって統治されてきたナ

ミビア1ま，圭§驚年代後半以鋒，独立1こ臨けて働き鐵すことになった。i留8年§月，国連安全保障蓬

事会は覧選TAGを設置する決議銘5を採探した。しかしながら，ナミビアの独立総題は爵アフリカ

のアパルトヘイト開題やアンゴラ内戦など複雑に絡み合い，誓餐TAGが実際に現地で活動を灘始す

るのは欝鐙年以鋒である。

2蓉）　　丁甦εPe夢a賞懸e筋芝‘鍾Pe段ce良貧｛董。｛｝舞舞墨ct霞esεarc義．｛■∫茎｝墓｝sa簸馨董盛マers圭ty，“T｝｝e｛■㌃｝蓼｝s我董農（〕（3鰹套lct　l》at＆語言sε』’

　　（雛β：1／www．費cr．甑産、sε撫喪x磁9．藝纈〉より。

27〉Pe醸s　c．Jett，簸ダ勲鷹罐ε漉多響動撚、翼ew　Y磁｛1ぬ睡鮮e，2灘，欝．2菖．

然！　U翼下汽Gとむ翼TACについて慧，以下の資料を参難した．

　　夏）茎）KO三碧翼蛋）e就e　Kee掴鷺9（鍵φ：11www．醗、薇慕窪）e韓s1溝鼠｛翻倒｝歓｝！麹蹴ε．蟻竃醸）：香灘．蕩掲婁，横

難，鱗揚書。

一44・一一・



吉高季劇紛争解決後の平癒購築

　琶翼τAGに与えられた任務は，自由かつ公正な選挙の実施を通じてナミビアの早簸独立を支援す

ることにあった．慧饗TAGは艮闘部懇と軍事部職こよって購成されてお撃，また溝部門を続落する

事務総長特懸代表の権鰻も大輪に強化されている．さらには，i、灘春人もの戻闘警察官が現地治安維

持のために諏遣され，選挙監撹握当民間職員もi．鋤名程度参撫するなど，平壌購築任務に大きく踏

み込んでいるのである。職U翼τAGは選挙実施，劃憲議会の麟設，憲法の起草などに大きく貢献し，

欝欝無にその任務を終了している竈

　冷戦終結後の地域紛争・内戦の解決における匿連平秘構築活嚢の有縁牲を広く矩らしめたのが

UNTAGであるならば，UNTACは匡1連平壌活動にま3ける平和購築任務σ）主流イヒを決定で寸けた

ミッシ欝ンであると言えよう。

　欝鍵年欝月のパリ憩平編定の成立よって，騰年以上継続してきたカンボジア内戦は終結するこ

とになった。UNτACは，敵殺する達識勢力の武装解除及び露国の経済社会基盤の復興を翼的とし

て1鶴2隼2月から現地で玉年半に及ぶ大規摸なミッションを展麗することになる。蟹選安保墾決議

7蕎によって設立されたUNぞACに与えられた任務は，軍事，人権．選挙，戻闘行政，罠闘警察，難

異帰還，復興の7つである。羅連事務総長特甥代表として現地でミッションを統揺したのは，疑本

人の瞬石康であった。L烈TACは欝欝年6弩の時点で軍事要員蔦，§鑓名，長閑職員憩，勢春名，民

間警察官3，35§名が鍵事した空前の綬膜のミッションであった。灘また，最高国民評議会から広範

な権鰻を与えられ，現地行致にも深く麗与している。

　むNτACは，欝盛年5月の饑寒議会選挙の監視．嚢年§月の新籔法の公布を経て，新生躍家カン

ボジアがその歩みを始めたことを見繧け，その任務を終了している。

　これら9NTA（3やUNTACが遂行した様々な任務のうち，選挙支援活動1ま今嚢の平秘構築の主

要な任務のiつになっている。撫盤麗は喪主選挙実施に際して，国連に様々な法律的，技徳的勤書

や選挙監視団の濠遣を要請する場合がある。羅違による選挙支援は，総会ないしは安保運会の正式

な授権を要しない小縄擾の披講支援活動中心の「擦筆選挙支援（Sta麟鍵6聾琶ct鍵雄Asslst識。ε1」

と，UNTACのように包括的な平穂維持活動の文賑で実施される「主要選挙ミッション（蟹a麺r

Elgct鍵譲M室sslo欝岩1こ大購される。欝欝年以降，国連が撫蟹羅から要語された選挙監襖の依藤は

玉難件以上にも及んでいる。鱒

　平穏購築が蟹連単鞍活動の中心的任務になった結果，冷戦時代軍事要員の脇役的存在であった民

闘要員や警察官は任務遂行上なくてはならない存在となった、睡連広報センターによれば，擁12年

捻月湊葺の鋳点で活動中の欝」）平報維持ミッションに参擁している要員購成は，軍事要員33，§器

名，国際民懇要員3，§藝名，蕩地民闘要轟7，2繕名，警察官5，簿7名となっている。鋤

　また，国連平憩活動の統猛者としての露連事務総長特写彗代表の果たす役割もますます重要吾こなっ

ている。一部の濁外を除き，冷戦得代の平秘維持活動は限定的軍事機籠を遂行するミッションがほ

とんどであったため，国連事務総長の任命した軍人の司令官が現場活動を統揺することが可能で

2勢　瓦葺〉K（1〉二奪NぞAG（｝蓑簿：▽www．t灘．〔｝rgノ望袴診ts∠6欝き灘が慮｝き駁≧！璽｝　鵬圭s錘（睡1畿擁ta暮璽、｝護墾）よ辱⇔

3鱗　工）碧薮○二奪NτAC儀ttp1ブwWw．難．（｝r鑑蒸海難s1磯｝1《〔敗蓼諏ガcO　醗盈s玉（鴉雄薮a蕊aαs・嬢穣至〉よ讐。

3i／　P｝｝A　l懲εαor盆l　Ass量sta簸。ε　偽tゆニプWw置、雛、｛｝r菖ノ至〉e夢ts！〔奪｝a1ε麟1盤蛋｝（瞬葡。臨t膿／　よ馨。

灘酪翻澱センター屡遵平蔑麟特活動錘重費ゴ幡WW灘IC、竺1夢塵。鑑〆瞭、2春鋤鉄鞭1よ駄

↑
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あった。仮にデリケートな政治・外交問題が生じた場合には，蟹達本部からの指示を待つのが普通

であった。しかしながら，UNTAG以降，麟連平諏ミッションの任務の変化によウ，紛争現場にお

いて重要な決定を迅速に行う必要性が高まっていくことになる。換えて，平和ミッシ避ンを構成す

る軍事部潤と民闘部門の調整も，軍人による司令官では醸界があろう。その結果，今嚢の国連平和

ミッションでは事務総長特写彗代表が現地に液遣され，軍事部閉と戻織部羅を続落するというσ）が∵

般的や写方になっている。錨

　なお，国連平秘維持活動矯が統抵する平報雛持ミッションとは懲こ，羅達平秘構築活動の一環と

して，露連事務総長が政治・平秘構築ミッションを緯織して紛争地域に諏遣するケースも増えてい

る。これらのミッションは，蟹連平鞍維持聡（藍建KO〉ではなく，鑛連政務局（£IP麟の統揺下に

置かれている。躍達政務局は．国遠事務総長による紛争予窮，平壌構築，平穣麟造活動に対する支

援強化のために，玉鱒2年の蟹連機購改革によって誕生した部局である。政治・事態講築ミッション

は，通常は国連文民職員を中心に購成される小雛穫なミッションである。また，それが遂行する任

務も現地での霞連諸機闘の活動講整や事務総長への事態6）報告などに鰻られている。2総3年緯鴛

欝欝凝在，鴛のミッションが紛争地域に派遣さ糞ている。このうち，後に論じる国連アフガエスタ

ン監視醗（慧NAMA／と国連コートジボアール・ミッション（M董NUα／の2つは，国連平和維持

活動局からの指示と支援を受けて活動中である。鶴

竣．騒連平報構築活動の新震雛：コソヴォ，東チモール，アフガニスタン

　以．と，冷戦終結後，蚕蓬平穰活勇の中で平壌構築が主要な任務になってきた背景について機観し

てきた。

　題知の遼穆，冷戦終結痩後に地域紛争・内戦縫運の最蘇線に押し鐵された国連平穂落麹は，ソマ

！フア，ボスニア，ルワンダなどのミッションの挫叛によむ，i鎗辞年代半ばに大きな転換難を逓える

ことになる。ストックホルム国際平穂懸究所発行のぎS欝欝年鑑2鰻年版勲こよれば，国連平憩維

持ミッシ葺ンに麗しては，懲§4隼以降毎年設立されるミッション数はおおむね…定で推移したもの

の，活動予算と参趨要員（軍事要員及び民闘警察官〉の数は至§繋年にかけて大きく減少していくこ

とになる（表3を参照、のこと。茸脅

　しかしながら，鷺囎年以降，簸選藝Z憩活動は新たな展灘を見せ始めることになる。遜遵史上再転舞

を見ない空前の平壌購築の試みがコソヴォと東チモールで行われることになったのである。これら

のミッションは，それ以糞毒に実施された馨翼TA（二に比べても現地行政に対する権醸が大幅に強化さ

れている。この場合，コソヴォと葉チモールの事態がいずれも馨連安保遷会によって国連憲章第3§

条の「平観に対する脅威，平報の破壊または侵酪」と認定され，憲章第7章の強請措置の文賑で両
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吉蕎神：紛争解決後の平秘構築
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　参趨要員（軍人、軍事叢撹要員、民麗警察官／の数

ミッションが醗設されていることに留意する必要があろう。

　さらには，イラク復興支援における国遠の闘与の在り方をめぐって蟹下活発な議論が行われてい

る今醤，アフガニスタン復興支援の文賑で2§紹隼に露連酸務濁主導で諏遺された蟹連アフガニスタ

ン監観繕（むNA慧A）は，将来の霞達平報活動のi勤病を大きく左右‘するミッションであると誘える。

以下，これら3つのミッションについて簡単に述べたい。

薪



商　　学　　論　　藁 箒72巻第3号

縫）蟹連コソヴォ暫定行政ミッション（蓼翼醗至K）績

　i鯵倉年代のユーゴスラビア内戦を通じて，セルビア業報蟹内のコソヴォ嚢治擁でも独立への機運

が高まっていった。それに対して，セルビア政府はアルバニア系住民に対する蝉圧を強乾していく。

欧州諸覆や馨連を中心としたミロシェヴィッチ・セルビア大統領1こ対する外交努力にもかかわらず，

事態の改善は晃られなかった．その結果，鷺弱年3鴛，翼ATO軍は人道的介入を撮褪紅セルビアσ）

首都ベオグラード及びコソヴォ自治州に繋する空爆に踏み切ることになる。講年6月．セルビアと

NATOとの闘で空爆停蓮に関する合意が成立し，瞬辮からユーゴスラビア雛・治安部縁は撤退を開

始する。それにより，コソヴォ篶勢は漉薄化に講かうことになる。

　講年6月，国連は安保理決議鰺蓑に基づき．蟹連コソヴォ鷺足行政ミッション（難賛M至K〉を設

立した。U翼M至Kに与えられた任務は，基本的華氏行政機能の遂行．コソヴ君こおける実質的自治

の確立と臨治政府撰立の促進，コソヴォの樗来の地位を決定する政治プロセスの促進，全ての蟹鰹

機関の実施する大進・災害援跡の講整，主要インフラの再建支援，法・秩序の維持，人権の促進，全

ての難長と避難幾のコソヴォヘの安全かつ臨密な帰還の保証などにあった。

　殺NM凱に黙して特筆すべき点は，それが自らの任務を遂行する上で国選以外の諸機闘と共霧活

動を行っていることである。現在，彫N澱Kは警察・司法機能，民生行政，民主化・凝度購築，再

建・経済雛発の淫つを病らの主要な猛務として掲げているが，これら6）うち，警察・藩法機能及び

長生費政は露達，民主化・鰯覆構築は欧鰯安全課藝攣繁力機構（（）SC麟，再建・経済聡発は欧撰連合

（£獅がそれぞれ握楽している。これら4つの任務に超え，講地域の治安維持については羅際安全

保瞳藻縁（KR）驚が重要な役割を果たしている。なお．UNM｛Kの矯模は，軍人給名，文罠警察

4，磐6名，霧際文罠要員i，鋳3名，現地文罠要員3．3難名となっている。鵠

　導醤M董Kが飽の諸機関による活動を続落することになった主たる運由は，ボスニアにおけるミッ

ションでは，軍事都響を挺遇したNATO，行政部門を携当したOSC£，警察部門を担当した国連と

の闘」）調整がしばしば開題になった一方で，蟹連東スラヴォニア・バラニャ及び西スレム暫定機購

鰐麓TAES／のケースでは，国連事務総長特甥代表の統一的指揮によって，軍事部鍔及び警察官を

含む文民部門とが密接に協力することができた教護があったと覆われている。その反省に立って，

賑翼M｛Kではこれら4の活轍は全て蟹連事務総長特震代表の指揮下に羅かれている。麗

　9NM璽Kは，奪誓↑鷺A以来争馨連が本格的な幾地行政を執行することになった構めてぎ）ケースで

ある。U蓑M紙は，共隔暫定行政雀の麟設，露治体協議会σ）設置，コソヴォ新憲法枠組みの採択．コ

ソヴォ議会の設立．地方選挙の実施，コソヴォ州窃代大統領と首櫓の選出，難民・麟内避難民の帰

3傷　U翼蚤霊異については，以一ぞσ）資料を参察した。

　　u翼翠蓋K｝｛｛欝欝｝3a慕e（藝蓑夢：11www．雛讐鵜嚢《o鍵無e．〔｝rgll．

　　更選News　cε蟹er醸t夢117www．撒．（｝r暮1鋤夢s／資ewslse農rc建罐1、段s費！

　　藍舞連広幸蓑センター「コソボi軽質蔓｝1一ノww、駄三塁擁。。○ボ壕欝1rece玉魏／套雛s脅v砥鮭む鷺ラ

37〉　匡i連広報センター「コソボー…（鼓雛夢1　／w璽w悪癖。、◎擁夢／rec磁護／独縢（婁マ歳｝箆鷺藩）よ1鮎

懲〉　権上隆久「羅達平報維祷活動再考葺1本蟹藻連合学会編誓潔連醗甕第2野：人道的介入と属達。i露際講親2｛｝毅

　　箏圭45葺。
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吉高神1紛争解決後σ）平秘構築

還などの成果をあげている。

　霧在のコソヴォ担当事務総長讐携代表のミカエル・シュタイナー（ドイツ／は，コソヴ堆におけ

る法の支醍の確立，経済と麗羅対策，治安維持，少数幾族コミュニティの帰還支援などに特に力を

浅いでいる。

（2／　国連東チモール暫定鴛政機構（載翼孚A露野鋤

　懲7§年にインドネシアによって霞ポルトガル領東チモールが戮力誓含されて以来亨疑地域におけ

る独』宣運動は絶え闘なく継続していた。鯵憾年のスハルト政権麟壊後，隔地域ではインドネシアか

らの完全独立を求めるグループとインドネシアによる傍合を毒望するグループとの鷲の武力衝突が

激化していくことになる。この事態を受けて，アナン蟹達事務総長が事態の載拾1こ乗鯵慮すことに

なった。その結果，欝欝年5海，インドネシア，ポルトガル，国連の闘で合意が成立し，国連によ

る自治提案受け入れの是葬を闘う東チモール住民による直接投票が簿隼8月懸垂葺こ実施されるこ

とになった。

　至弱§年6月，遜連は安保理決議玉璽§に基づき，住民擾票監視のための蟹連乗チモーノいミッショ

ン（誓NAM壼励を設立した。｛∫NAM露丁の支援によ13柱蔑投票は予定選轡実施され，独立賛成濠

が圧弱的勝舞を叡める結果となった。これに不満を募らせた僻合支鋳濠による暴動や襲撃事件が醤

地域で拡大することになる。国連安保理会は，§篶にオーストラ1フア軍を主体とする多露籍軍

（至翼丁霊裂FET／を派遣し，現地の治安維持の任務にあたらせた。岡地域の状混が改萎されたことを

踏まえ，蟹達安保運会は欝月に決議玉272を採択し，　議連東チモール暫定行1敵機購（碧饗TA鷲丁〉を

i設立する。露連事務総長特捜代表に就｛壬したのは，2蟹鍛年8舞のイラクにおけるテロで犠i牲となっ

たセルジオ・デメロ（ブラジル1であった。

　UNTA載τに与えられた任務は，東チモール全域の安全提鐵及び法・秩序の維持，効漿的行政の

確立，民政及び社会サービスの縄発支援，人道援助，復興・開発支援の調整，露治能力の育成支援

などであった。擁えて，2鋳群集2月には醸TERF£Tから軍事部薦に聞する治安維持権畷も引き纏

いでいる。

　UNTA狂丁は．東チモール独立に至る類縫全般にわたり．政治，経済，縫会などのあらゆる分野

の問題に関与し，国土全体を管轄する権鰻を与えられたという点で，馨連平稽活動史上，最大かっ

もっとも強力な権籔が与えられたミッションと言える。U饗TAETは，東チモール暫定行政緯：及び

内閣の設立，馨家諮闘委員会の設置，菜チモール防衛軍の禦設．籍審議会選挙の実施，講代大統錘

の選鐵などの重要総懸において大きな役割を果たした。2｛1舵年5月の東チモール罠主典秘羅の独立

達成によ讐，U蕪TA£Tは嚢らの権駿を棄チモール新政府に委譲し，そ6）任務を終了している。

　饗在1ま，騰乾隼5月の安保憂決議i4韓によって設立された蟹連東チモール支援団鰐NM欝ΣT）

がU翼TAΣTの任務を引き継ぎ，瞬霞の安全確保及び嚢立支援任務載あたっている。

3彰　U翼TA覧丁に臠しては，無筆σ）資料を参熱した。

　　瑛）KO：琶ast　T観鴻r〔鑑t診こ1ノ翼琴ww、讐．鍵91脚acele童謡灘rlet三塁振多r．姦t至難〉

芝INNewsCe鷺tef醸t貸：ゲ・鷲w懲（》rg璽登藁盤ws／se盆rc獄建1．㈱）

薩連広鞭センターr棄チモール」（簗難ゴ1www、t麺。．（ンr鋤焼。麒麟勤r．紮t癖
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（湧　段違アフガニスタン監視毯（誓XA醒Al鋤

　艶年以上にわたって内戦σ）続いてきたアフガニスタンは．2毒鍵隼§月の米国濤鋳多発テ置事件以

降，経年難月の米菓主導のアフガニスタン空爆，及びその後のタ1穿バン政権」）趨壊を経て新たな道

を歩み始めることになった。

　隔年愛澆，態連主難によるアフガニスタン各派代表を集めて鰻催されたボン会議1よアフガニス

タンに恒久敬聴機講が再建されるまでの手頚を定めた暫定協定（ボン協定／を採探した。その内容

は，アフガニスタン暫定行政機構の麟設，緊急ロヤ・ジルガの開鰹，国家元首及び移行敢権の発足，

新憲法の採択を経て，総選挙を実施するというものであった。ボン協定成立の翌臥国連安保蓬会

は決議欝ε3を採択し，ボン協定の支持とその履行支援のためのさらなる行動を行う意思を表塾し

た。萱月鱒露，安保運会決議欝欝に基づき匿際安全支援部隊（総A恥が麟設され，カブール及び

その近鱗地域における当局の治安維持を支援する任務をつくことになる。

　ボン協定では，アフガニスタンにおける恒久機購の設置までの窮薦，馨連が重要な役割を果たす

べきことが燦定されている。これを受けて，国遠安保遜会は鴆毒2隼3月決議鍵鵜を採摂し，醗連

アフガニスタン監観経（難餐A蟻A／を麟設した。U蕪AMAは平穏維持ミッションではなく，露連致

務馬が統揺する政治ミッションである。むNAMAに与えられた任務は，アフガニスタンで活動する

懇にも及ぶ馨連関連機関6）全活動を統合し，アフガニスタン暫定行政機購や翼GOとの講整を行う

ことにあった。

　UNAMAを統揺する事務総長特辱彗代表はラフダール・ブラヒミ（アルジェ壁ア！である。彼は，

政治部鍔と救援復興再建部錫を撲窶する2名の翻代表，及び，人権，ジェンダー，薬物法ぎ）支醗，

警察，草鎌・武装解除に麗する特購顧問を任命している。

　蔭馨AMAはボン協定に基づき，ハミド・カルザイが議長を務める暫定行政機構とと郁こ2§舵年

§月に緊急ロヤ・ジルガを麗催し，睡家元首の選鐡（カルザイ議長が就任／とアフガニスタン移行政

権を樹立した。また，鱒競年窪簿に暫定行政機構が持ち鐵した「馨家絹発フレームワーク」を踏ま

え，難民や蟹内避難長の婦選，教育及び職業譲練，健康栄養，生活社会保隊文化・遺産・メディ

ア・ス選一ツ，治安と法の支配．天然資源の管理，都南管理，公共行政などに臠する諸活嚢の講整

にも従事している。とりわけ，タサバン致権時代の女性差甥散策を踏まえ，アフガニスタン独立人

権委員会やアフガニスタン女性周題振当省（蟹OWA）と協力しつつ，女雛のエンパワーメン装こ力

を注いでいる。

　UNAMAは2脅鑓年簸月の時点で，専粥職員嚢3名，遭際戻聞職員i器名，現地鶴翼職員268名

の規模で活動中である。菊

　鱒艇庫i月，アフガニスタンは灘ヤ・ジルガによむ新しい憲法を採訳した。しかしながへ治安

の悪化，深灘な人道的亀機の存在，移行政権をめぐる各派権力騒争の継続など，購国の欝勢は依然

韓／蟹連アフガニスタン監撹羅鰐翼A縫Alに関しては，以下跨資料を参照した。

　　馨翼汽MA簸磁窪e釜）a鯉（旗⑫11〆www．難＆蒲a一躍9、○夢9ノ〉

　　繊翼ewsC繊er（重璽：〃www織礁1a嚢警s細ws！se3熱躍・a鐙）
4聾　u馨A｛耀A翼G盤e警a怠e（重賞t§：プwww．雛醤a獄a一段董9．静r墓1a麺〔飛純荏鷺6ex，｝捷盤墨＃蓑ボ慧。簑翅e）よ讐。
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吉裔神：紛争解決後の平報構築

としてその先行きが不透購であり，2灘年轟懲こ予定されている総選挙の実施が危ぶまれている。

5．匿連平瀦構築活動の羅と展望

　以上，本稿では，広義の匿達平灘活動の中に平報購築を位置づけ，平報強麟，平奮麟造，単離維

持などの纏念との比較で整達してきた。また，冷戦時代とポスト冷戦時代における平秘構築活動の

展縫プ窪セスを験討することにより，それが今醤の国連平報活動の主要な任務になっている背景に

ついて論じてきた。さらには，蟹運が§下関与しているコソヴォ，東チモール，と診）わけアフガニ

スタンにおける平秘購築ミッシ置ンの成否が今後の蟹運平観活動の動向を左右する上で大きな意味

を持つことも揚叢多してきた。

　国連の実施する平秘活動は地域紛争や内戦の解決にとって万能なものでは決してない。しかしな

がら，我々は，地域紛争・内戦6）解決にとって国運平和活嚢がこれまで行ってきた貢献とそれが有

する罵能牲を遍小評慰すべきではないであろう。平報強麟．平和麟造，平秘維持，平穆構築などの

活動は，それぞれの長所と短所を晃毬めつつ適切に濡濡するならば．紛争管遜・解決にとって有効

な手段になり得るのである。とりわけ，ナミビア，カンボジア，モザンビーク，エルサルバドルな

どのミッションが達成した成果1ま，紛争解決プ灘セスの最終段購における蟹連平稲構築活動の有購

性を物語るもび）であると言えよう。

　国連は，今後も平報購簗瀬勤を通じた地域紛争・内戦の解決支援にさらなる努力を傾けるべきで

ある。そのためには，以下の3つの課題縫取9組む必要があろう。

　第iは，大規摸かつ複雑な今馨の平和檬築活動の効率姓と葎効性を高めるための講整を強化する

ことである。異体的には，国連毒薬における匿蓬平穂維持局，露遠政務局，人道難題調整事務所

（（）C簸A／闘での統一的意思決定メカニズム，紛争現場における国連平和ミッションと勉の国際機関

やNGO等との有機的連携メカニズム，さらには，国連ミッション内部においては事務総長特需代表

と各部門を続落する事務総長特劉褻代表との閤での藍建かつ迂遠な意思疎通メカニズムを確立する

ための瞬策を講じる必要があろう。

　第2は，現地往戻のローカル・エンパワーメント促進につながる平報構築プログラムを今以．雛こ

充実させていくことである。この場合，レデラックの軍籍構築統合モデルに示されるように，政府

レベルからの「トップダウン型平稽構築」ではなく，現地の軟泥とニーズを正しく反験させた「ボ

トムアップ型平報構築」への発想の転換が求められることになろう。轡

　第3は，平秘構築活動に伴う人的，財政的負麺をカバーするための基盤整備に着手することであ

る。前者の人的負担については，歓達すべき動きとして，欝弱年7月にカナダのイニシアチブによ

拳「平灘維持謬練センター蟹際協会（至盆ε獲at諭膿l　Ass（｝clatlo鷺薩P綴cel｛εe舜互層Tra擁糟Cε漁

重8rs／」が麟設され，量界各地の鱒に及ぶ麗達醤体が帽互交流を深めている。鱗これらのネットワー

クを通じて，今後は軍事的講練を中心とした「平報維持要員」だけでなく，選挙実施，現地行致，人

42）　Le慶rac紮，確．ε猷

43）i要麗er瞼圭｛）醸As縦1盆鋤。建e＆ceK奪e碑9τr罐雛琴C練ε卸s〔難鋤ゴ／www．圭a置。、⇔rg！）
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遵支援などに繋通した高穫の奪闘技籠を有する「平海購築要員」青鮫に海けた騒際的機運が一縷高

まることが強く望まれる。また，後者については，優性嚢癩孝政赤字状態にある麗遜全体の行財政改

革σ）文賑の中で，平秘活動σ）財致基盤強｛ヒに臠する大麗な提案が待たれるところである。

（付記：本穣は，平成雄年度文部科学省科学醗究費補紡金による羅究勧戒の成果の一部である。〉
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